
核
兵
器
廃
絶
へ
前
進

　

１
日
目
の
開
会
総
会
は
長

崎
市
民
会
館
に
て
開
催
さ
れ
、

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
お
い

て
、
ボ
リ
ビ
ア
が
新
た
に
批

准
し
、
条
約
の
発
効
に
必
要

な
50
カ
国
・
地
域
が
25
か
国

と
な
り
半
数
に
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
決
定
的
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
の
が
世
論
と
運

動
で
す
」
と
い
う
主
催
者
の

挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

被
爆
者
代
表
、
海
外
代
表
、

長
崎
市
長
な
ど
か
ら
発
言
が

あ
り
、
74
年
前
に
ア
メ
リ
カ

が
人
類
に
対
し
て
初
め
て
核

兵
器
を
使
用
し
た
こ
と
、
広

島
と
長
崎
の
地
に
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ
、
核
爆
発
の
凄

ま
じ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
町
と

人
々
に
襲
い
か
か
り
、
長
崎

で
は
11
万
人
が
命
を
奪
わ
れ
、

核
地
獄
の
地
と
な
っ
た
こ
と
。

生
き
残
っ
た
人
々
も
い
ま
な

お
、
さ
ま
ざ
ま
な
後
遺
症
や

差
別
や
偏
見
に
苛
ま
れ
、
こ

う
し
た
非
人
道
的
な
核
兵
器

の
使
用
は
、
い
か
な
る
理
由

で
あ
っ
て
も
決
し
て
二
度
と

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と

平
和
へ
の
想
い
が
伝
わ
る
発

言
が
さ
れ
ま
し
た
。

平
和
の
大
切
さ

学
び
伝
え
る

　

２
日
目
は
13
分
科
会
に
わ

か
れ
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
取

り
組
み
、
映
像
で
の
学
習
交

流
、
青
年
に
よ
る
被
爆
者
訪

問
、
被
爆
遺
構
・
碑
め
ぐ
り
、

佐
世
保
基
地
調
査
行
動
な
ど
、

世
界
を
取
り
巻
く
核
や
平
和

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
全
厚
労
の
参
加

者
で
平
和
公
園
内
「
原
爆
落

下
中
心
碑
」
に
折
り
鶴
を
奉

納
し
、
平
和
祈
念
式
典
、
閉

会
総
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

11
時
２
分
時
、
長
崎
市
で
は

平
和
の
鐘
が
鳴
り
響
き
、
平

和
を
強
く
祈
念
し
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。

　

戦
後
74
年
、
戦
争
や
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
な
い
世

界
が
や
っ
て
き
ま
す
。
次
の

世
代
へ
ど
う
受
け
継
ぎ
発
信

し
て
い
く
の
か
。
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
ど
ん
な

事
を
私
た
ち
が
す
べ
き
か
、

原
水
禁
の
参
加
を
通
じ
て
、

あ
の
よ
う
な
戦
争
を
二
度
と

繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
、

核
兵
器
は
決
し
て
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
、
平
和
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
３
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

（
教
宣
部
・
春
原
晶
子
）

　動く分科会に参加しました。碑めぐりではガイドさんと巡れたので、原爆の遺構の背景を
知ることができました。私一人や友人とでは素通りしてしまうようなところもあったと思う

ので、分科会でまわれたのが良かったです。医学
大学の門柱や一本鳥居など、原爆で崩れたものや
爆風で斜めになったものがよく分かりました。
　分科会では被爆者の方から被爆体験も聞けまし
た。実際に体験された方々はかなりご高齢になっ
てきて、お話を聞くチャンスは限られてきたと思
います。こういった集会に参加すればまだお話し
が聞けると思うので、耳を傾けてみてください。
体験を実際に聞かなければ、分からなかったこと
があると思います。

　２日目のことでした。私は『青年のひろば』という分科
会に参加しました。原爆の直撃をうけて亡くなった身元不
明な方の遺骨を１万～２万と収納している東本願寺という
お寺で、実際の遺骨（おそらく少女）を見学しました。住
職さんの追体験で被爆者の当時の痛々しく生々しい状況を
知ると、少女の姿が頭に浮かび、悲しさを感じました。
　私は大会を通じ、もっと多くの方に参加してほしいと感
じました。被爆された方の声を聞き、碑をめぐることで
『核のない平和で公正な世界を』と掲げる原水爆禁止世界
大会の存在の大切さについて学ぶことができます。忘れてはいけない、未来につなげていき
たい、と思える貴重な体験になると思います。

　
８
月
７
日（
水
）〜
９（
金
）、
原
水
爆
禁
止
２
０
１
９

年
世
界
大
会
が
長
崎
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
、

世
界
各
地
よ
り
約
５
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
全

厚
労
で
は
、
11
県
・
本
部
の
39
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

忘れてはいけない平和

ヒバクシャの声に耳を傾けて

忘れてはいけない平和広
島・平
和
行
動

福島・近藤達弥（写真中央）

ヒバクシャの声に耳を傾けて 長野・黒田和子（写真左）

各地から集められたヒバクシャ署名の発表

今
年
も
た
く
さ
ん
の
折
り
鶴
を
奉
納

参 加 者 の 声

原水爆禁止2019年世界大会in長崎
世界から平和への願い、核なき未来へ世界から平和への願い、核なき未来へ

　
８
月
６
日
（
広
島
原
爆
の
日
）、
広
島
で
の
原

水
禁
世
界
大
会
閉
会
式
の
前
に
署
名
行
動
を
行
な

い
ま
し
た
。
そ
の
後
に
平
和
公
園
内
・
禎
子
の
像

に
折
鶴
を
奉
納
し
ま
し
た
。

【1面】原水禁世界大会in長崎
参加者の声

【2面】各県・頑張っています
【3面】ハラスメント禁止を、など

http://www.zenkouro.org/
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「
地
域
を
大
切
に
す
る
協

同
労
働
の
理
念
に
共
感
し

た
」

　

７
月
に
開
催
さ
れ
た
国
際

協
同
組
合
デ
ー
記
念
集
会
に

出
席
し
た
永
島
敏
行
さ
ん
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

「
い
だ
て
ん
」
な
ど
に
出
演

す
る
一
方
、
日
本
俳
優
連
合

（
日
俳
連
）
の
常
務
理
事
も

務
め
て
い
ま
す
。

　
「
日
俳
連
も
協
同
組
合
と

し
て
活
動
し
て
お
り
、
業
界

を
越
え
て
、
み
な
さ
ん
と
連

携
し
て
い
き
た
い
。
芸
能
界

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
」

　

１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
、

映
画
「
ド
カ
ベ
ン
」
で
デ
ビ

ュ
ー
。
野
球
経
験
を
活
か
し

た
演
技
は
、
２
作
目
の
「
サ

ー
ド
」
で
も
好
評
を
は
く
し

ま
し
た
。
農
家
の
青
年
の
恋

愛
を
描
い
た
「
遠
雷
」
で
は
、

数
々
の
主
演
男
優
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　
２
歳
児
の
１
割
超
が
「
ス
マ

ホ
依
存
」
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
れ
は
、
２
０
１
８
年

に
東
京
大
学
大
学
院
の
橋
元
教

授
研
究
室
が
０
歳
か
ら
６
歳
ま

で
の
第
一
子
を
育
て
る
母
親
を

対
象
に
実
施
し
た
調
査
で
判
明

し
ま
し
た
。
今
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
は
子
育
て
に
も
欠
か
せ
な

い
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「
す
ぐ
使
い
た
が
る
」「
取
り
上

げ
る
と
機
嫌
が
悪
く
な
る
」
な

ど
の
依
存
傾
向
が
１
割
を
超
え

る
乳
幼
児
に
み
ら
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
０
歳
児
に
ス
マ
ホ

を
触
ら
せ
た
こ
と
が
あ
る
母
親

は
約
35
％
で
、
前
年
の
17
年
の

調
査
時
よ
り
10
ポ
イ
ン
ト
増
え

て
お
り
、
こ
の
先
も
増
え
る
の

で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ス
マ
ホ
は
育
児
に
役
立
つ
情

報
を
得
ら
れ
、
静
か
に
さ
せ
た

い
場
面
で
子
守
代
わ
り
に
も
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
情
報
機
器

に
小
さ
い
頃
か
ら
触
れ
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
心
身
や
脳
の
発
達

へ
の
悪
影
響
も
心
配
で
す
。

　
科
学
的
に
は
ま
だ
証
明
さ
れ

て
は
い
ま
せ
ん
が
、
長
時
間
の

視
聴
や
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
の
影
響

に
よ
る
睡
眠
不
足
、
視
力
低
下

の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
は
自
覚
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ス
マ
ホ
の
使
い
過
ぎ
に
よ
る

弊
害
は
、
大
人
も
同
様
で
す
。

依
存
状
態
に
あ
る
人
の
脳
の
画

像
研
究
で
は
、
感
情
の
読
み
取

り
に
関
わ
る
部
分
と
、注
意
力
・

記
憶
力
な
ど
の
認
知
機
能
に
関

わ
る
部
分
な
ど
が
委
縮
し
て
い

る
と
い
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
視
力
低
下
、
頭
痛
、

腰
痛
な
ど
の
身
体
的
な
弊
害
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
。
ス
マ
ホ
依
存

は
、
や
は
り
中
高
生
を
中
心
と

し
た
若
年
層
に
多
い
の
で
す
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
も
予
備

軍
と
言
え
る
人
が
多
い
の
が
現

実
で
す
。
電
車
や
職
場
で
絶
え

ず
モ
バ
イ
ル
機
器
を
操
作
し
て

い
る
人
も
予
備
軍
で
す
。
仕
事

上
の
必
要
性
が
あ
る
と
は
い
え

「
意
識
し
て
操
作
を
し
な
い
」

と
い
う
、
モ
バ
イ
ル
機
器
と
の

付
き
合
い
方
を
心
が
け
る
こ
と

も
大
切
で
し
ょ
う
。

〈
材
料　
２
人
分
〉

　

鶏
も
も
肉
１
枚
、
玉
ね
ぎ
２

分
の
１
個
、
ト
マ
ト
（
大
）
２

分
の
１
個
、Ａ（
お
ろ
し
ニ
ン
ニ

ク
１
片
分
、
塩
小
さ
じ
２
分
の

１
、粗
び
き
黒
コ
シ
ョ
ウ
少
々
）、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
大
さ
じ
１
〜

２
、Ｂ（
塩
小
さ
じ
２
分
の
１
、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
大
さ
じ
１
〜

２
、
コ
シ
ョ
ウ
少
々
）、
サ
ラ

ダ
油
適
量
。

〈
作
り
方
〉

（
１
）
鶏
肉
は
半
分
に
切
り
、

ボ
ウ
ル
に
入
れ
る
。Ａ
を
全

体
に
す
り
込
み
、
な
じ
ん
だ

ら
オ
リ
ー
ブ
油
を
ふ
り
か
け

て
ま
ぶ
す
。
ラ
ッ
プ
を
し
て

冷
蔵
庫
で
２
時
間
ほ
ど
休
ま

せ
る
。

（
２
）
玉
ね
ぎ
と
ト
マ
ト
は
１

セ
ン
チ
角
に
切
り
、
別
々
の

容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
で
冷

や
す
。

（
３
）
フ
ラ
イ
パ
ン
で
サ
ラ
ダ

油
を
熱
し
、
鶏
肉
の
皮
を
下

に
し
て
入
れ
る
。
フ
タ
を
し

て
、
中
弱
火
で
７
〜
８
分
焼

く
。
ひ
っ
く
り
返
し
た
ら
、

さ
ら
に
５
分
焼
く
。

（
４
）
食
べ
る
直
前
に
ボ
ウ
ル

に
（
２
）
を
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
、

Ｂ
を
加
え
混
ぜ
る
。

（
５
）
器
に
（
３
）
を
盛
り
付
け
、

（
４
）
を
か
け
て
食
べ
る
。

※

（
４
）
の
サ
ル
サ
に
細
か
く
切

っ
た
パ
ク
チ
ー
を
加
え
て
も
美

味
し
い
で
す
。

で
あ
い・
語
ら
い

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
93

年
に
秋
田
県
十
文
字
町
で
米

作
り
を
体
験
し
て
以
来
、
現

地
と
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

質
の
高
い
農
作
物
を
作
り
な

が
ら
、「
シ
ャ
イ
で
発
信
が

下
手
」
な
生
産
者
の
た
め
に
、

東
京
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
の

野
菜
を
販
売
す
る
「
青
空
市

場
」
も
主
宰
。

　

多
分
野
で
の
活
躍
に
、
今

後
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

Ｑ　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
約
が
で

き
た
ん
だ
っ
て
？

Ａ　
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ

Ｏ
）
が
６
月
に
開
い
た
総
会
で

採
択
さ
れ
た
。
国
際
的
な
新
し

い
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
に
な
る
。
仕

事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
と
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
（
嫌
が
ら
せ
）
を

禁
止
す
る
内
容
で
、
詳
細
を
定

め
る
勧
告
と
セ
ッ
ト
だ
。

Ｑ　
ど
う
し
て
今
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
条
約
な
の
？

Ａ　
世
界
保
健
機
構
の
調
査
に

よ
る
と
、
世
界
で
は
、
女
性
の

35
％
が
職
場
や
家
庭
で
暴
力
を

受
け
て
い
る
。
こ
れ
を
放
置
し

て
い
て
は
、
命
や
健
康
が
危
う

く
な
る
だ
け
で
な
く
、
ま
と
も

に
働
く
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
。

社
会
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
だ
。

性
的
被
害
を
告
発
す
る
Ｍ
ｅ
Ｔ

ｏ
ｏ
運
動
の
広
が
り
が
条
約
採

択
を
後
押
し
し
た
と
い
え
る
。

Ｑ　
ど
ん
な
中
身
な
の
？

Ａ　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

「
身
体
、
精
神
、
性
的
、
経
済

的
な
危
害
を
加
え
る
行
為
」
と

幅
広
く
定
義
し
た
。
保
護
の
対

象
も
雇
用
労
働
者
だ
け
で
な
く
、

「
契
約
上
の
地
位
に
か
か
わ
ら

ず
働
く
人
々
」や
、訓
練
中
の
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
失
業
者
、
就

活
中
の
求
職
者
な
ど
も
含
ま
れ

る
。
客
な
ど
の
第
三
者
か
ら
の

加
害
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き

と
し
た
。

Ｑ　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
は
期

待
で
き
る
？

Ａ　
い
い
条
約
が
で
き
る
だ
け

で
は
不
十
分
だ
。
各
国
が
批
准

し
て
、
条
約
を
具
体
化
す
る
国

内
法
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

ん
だ
。
日
本
は
先
の
通
常
国
会

で
、
使
用
者
に
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

措
置
を
義
務
付
け
る
法
改
正
を

行
っ
た
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

禁
止
し
て
は
い
な
い
。
条
約
批

准
に
は
、
禁
止
規
定
を
含
む
法

整
備
が
必
要
だ
。

Ｑ　
批
准
す
る
見
通
し
は
？

Ａ　
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
で
経
団
連
の

使
用
者
側
委
員
は
条
約
採
択
に

棄
権
票
を
投
じ
た
。
政
府
は
そ

ん
な
経
済
界
の
意
向
に
遠
慮
し

て
批
准
に
消
極
的
だ
。
批
准
を

迫
る
大
き
な
運
動
が
求
め
ら
れ

る
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
採
択

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁
止
求
め
る

ながしま・としゆき
1956年生まれ。出演映画に「透光の樹」「北
の桜守」など。農林水産省「食と地域の絆
づくり」「地域食品ブランド確立委員会」有
識者委員を歴任。

協
同
組
合
の
理
念
に
共
感

協
同
組
合
の
理
念
に
共
感
焦点
Ｑ＆Ａ

スマホの
触りすぎに注意
スマホの

触りすぎに注意
スマホの

触りすぎに注意

チキンソテーサルサ添え

家
庭
料
理
研
究
家　
池
上
正
子

で一緒
に
食
べ
よ

で一緒
に
食
べ
よ

カ
ッ
プ
ル

カ
ッ
プ
ル

心の相談室

医師・山本晴義

俳
優　

永
島
敏
行
さ
ん

　

近
年
の
富
厚
労
で
は
２
０

１
８
年
春
闘
で
扶
養
手
当
の

増
額
、
19
年
秋
闘
で
夜
勤
手

当
の
増
額
、
19
年
春
闘
で
年

末
年
始
手
当
の
増
額
が
さ
れ

ま
し
た
。
ど
れ
も
20
数
年
ぶ

り
の
前
進
と
な
っ
て
い
ま
す
。

55
歳
以
降
の
一
時
金
に
関
し

て
も
前
進
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

55
歳
以
降
の
職
員
は
原
則
６

割
支
給
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

18
年
度
は
暫
定
的
と
し
な
が

ら
も
７
割
支
給
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。
19
年
春
闘
で
は
、

19
年
度
の
一
時
金
は
７
割
支

給
を
行
う
と
の
回
答
を
団
体

交
渉
で
確
認
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
19
年
夏
期
一
時
金
で
は

計
画
を
上
回
る
７
割
５
分
の

支
給
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
時
金
改
善
の
背
景
に
は
要

求
の
文
言
の
変
更
が
あ
り
ま

す
。「
全
額
支
給
す
る
こ
と
」

と
し
て
い
た
要
求
を
２
年
前

に
「
支
給
率
を
見
直
す
こ

と
」
と
し
ま
し
た
。
先
の
要

求
で
は
全
額
支
給
を
勝
ち
取

る
ま
で
終
結
に
は
至
ら
ず
、

経
営
側
か
ら
し
て
も
一
気
に

全
額
支
給
は
難
し
い
と
の
一

点
張
り
で
な
か
な
か
改
善
で

き
ず
に
い
ま
し
た
。
文
言
を

変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

少
し
ず
つ
で
も
前
進
を
勝
ち

取
っ
て
い
き
、
最
終
的
に
全

額
支
給
を
行
う
こ
と
を
目
標

に
し
ま
し
た
。
文
言
の
変
更

に
よ
っ
て
交
渉
の
幅
が
広
が

り
、
交
渉
が
し
や
す
く
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

富
厚
労
は
他
県
よ
り
早
い

サ
イ
ク
ル
で
執
行
部
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
の

様
々
な
状
況
等
を
高
い
感
度

で
感
じ
取
れ
る
よ
う
教
育
さ

れ
、
執
行
部
と
し
て
の
知
識

と
こ
れ
ま
で
の
経
過
が
し
っ

か
り
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。
的
確
な
分
析
・
判
断
を

基
に
粘
り
強
く
交
渉
を
行
う

事
で
、
要
求
の
実
現
に
近
づ

　
全
厚
労
に
は
、現
在
、北
か
ら
南
ま
で
20
の
労
働
組
合
（
単
組
）が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

同
じ
Ｊ
Ａ
厚
生
連
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
経
営
体
（
埼
玉
の
２
病
院
は
、
２
０

１
６
年
、そ
れ
ぞ
れ
別
の
民
間
医
療
法
人
に
な
り
ま
し
た
）で
個
別
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

労
働
組
合
も
現
場
の
要
求
を
集
約
し
な
が
ら
、
労
働
条
件
の
改
善
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
８
月
号
で
は
本
部
に
寄
せ
ら
れ
た
「
各
県
の
取
り
組
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

2018年度の富厚労を引っ張ってきた執行部

　

広
厚
労
尾
道
支
部
で
は
２

０
１
８
年
４
月
よ
り
２
年
間
、

看
護
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
推
進

を
目
的
と
し
て
、

「
週
休
３
日
制

度
」
を
試
行
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

処
遇
内
容
は
、

所
定
労
働
日
数

が「
５
分
の
４
」

に
な
る
た
め
、

基
本
給
や
通
勤

手
当
（
公
的
交

通
機
関
は
職
員

同
様
）、年
次
有

給
休
暇
付
与
日

数
24
日
、
退
職

金
期
間
算
定
等

が
５
分
の
４
と

な
り
ま
す
。

　

現
在
２
病
棟
・
計
５
名
の

方
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
々
の
意
見
を
聞
く
と
「
子

ど
も
と
の
触
れ
あ
い
の
時
間

が
増
え
た
」「
身
体
が
楽
に

な
っ
た
」「
制
度
の
利
用
に

よ
り
退
職
す
る
こ
と
な
く
仕

事
が
続
け
ら
れ
る
」
と
い
う

意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
し

か
し
一
方
で
は
「
夜
勤
回
数

は
５
分
の
４
に
な
っ
て
い
な

い
」「
交
代
勤
務
の
特
性
と

し
て
の
申
し
送
り
が
勤
務
間

隔
の
変
化
に
よ
り
大
変
な
部

　
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
は
、
２

０
１
２
年
に
計
画
し
た
財
務

改
善
計
画
を
、
長
き
に
わ
た

る
職
員
の
献
身
的
な
努
力
に

よ
り
、
４
年
も
前
倒
し
で
達

成
し
ま
し
た
。
18
年
度
か
ら

は
、
20
年
後
に
発
生
す
る
と

想
定
さ
れ
る
老
朽
化
に
伴
う

大
型
施
設
整
備
な
ど
、Ｊ
Ａ

愛
知
厚
生
連
の
存
続
を
次
世

代
に
託
す
た
め
、
将
来
の
大

型
施
設
整
備
の
資
金
を
蓄
え

て
い
く
必
要
性
か
ら
、
第
５

期
経
営
制
度
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

第
５
期
経
営
制
度
は
事
業
所

全
体
で
必
要
回
収
額
を
確
保

す
れ
ば
夏
季
２
・
０
ヶ
月
、

冬
季
２
・
０
ヶ
月
、
年
間
一

時
金
４
・
０
ヶ
月
を
確
保
し
、

成
果
配
分
と
し
て
年
度
末
賞

与
（
上
限
２
・
０
ヶ
月
）
を

支
給
す
る
と
い
う
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
成
果
配
分

と
し
て
支
給
さ
れ
る
年
度
末

賞
与
は
、
各
病
院
が
ど
れ
だ

け
回
収
額
を
生
み
出
し
た
か

を
評
価
さ
れ
る
こ
と
か
ら
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

新
た
な
経
営
制
度
と
現
在

の
医
療
情
勢
を
踏
ま
え
、
会

の
経
営
環
境
の
変
化
を
理
解

す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と

い
う
認
識
か
ら
、「
組
合
員

の
生
活
・
雇
用
と
地
域
医
療

を
守
る
」
こ
と
を
重
要
課
題

と
し
、
積
極
的
に
経
営
に
参

画
し
、
選
ば
れ
る
病
院
を
目

指
し
、
会
に
対
し
労
働
組
合

の
立
場
か
ら
提
言
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

８
月
の
定
期
大
会
で

選
出
さ
れ
た
新
執
行
部

分
が
あ
る
」
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
職
員
全
体

で
制
度
の
理
解
が
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

実
施
者
か
ら
の
意
見
も
踏

ま
え
、
団
体
交
渉
に
よ
り
試

行
期
間
が
２
年
延
長
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今

後
は
対
象
人
数
を
増
や
し
試

行
後
の
制
度
設
計
に
向
け
て

労
働
組
合
と
し
て
協
議
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　

香
厚
労
で
は
、
看
護
研
究

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
改

善
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
会
側
の
認
識
は
「
看

護
研
究
は
自
己
研
鑽
で
あ
り

業
務
と
は
認
め
な
い
、
現
状

で
の
運
用
で
」
と
の
回
答
で

し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
労
組
で

は
現
行
の
看
護
研
究
制
度
が

業
務
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時

間
を
ど
れ
だ
け
圧
迫
し
て
い

る
か
、
実
際
に
看
護
研
究
に

か
か
る
活
動
時
間
を
調
査
し

ま
し
た
。
ま
た
自
己
研
鑽
に

つ
い
て
も
ス
タ
ッ
フ
の
能
力

ア
ッ
プ
は
病
院
に
還
元
さ
れ

る
旨
を
粘
り
強
く
会
側
に
訴

え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

・
業
務
時
間
内
の
看
護
研
究

活
動
を
認
め
る
。

・
で
き
る
限
り
時
間
内
で
看

護
研
究
活
動
が
行
え
る
よ

う
職
場
環
境
の
整
備
・
配

慮
を
行
う
。

・
休
日
ま
た
は
時
間
外
に
拘

束
す
る
場
合
は
、
休
日
手

当
、
超
過
勤
務
手
当
を
支

給
す
る
。

と
の
回
答
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
一
部
で
自
費
参

加
を
強
要
さ
れ
て
い
る
委
員

会
活
動
に
よ
る
院
外
研
修
や
、

加
算
対
象
の
講
習
会
等
の
参

加
に
つ
い
て
出
張
扱
い
と
す

る
こ
と
を
は
じ
め
、
職
員
が

正
当
な
評
価
の
も
と
で
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
を
つ

く
っ
て
い
け
る
よ
う
、
引
き

続
き
会
側
と
粘
り
強
く
交
渉

し
て
い
き
ま
す
。

 

き
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
途
切

れ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
富

厚
労
一
致
団
結
し
て
ガ
ン
バ

ロ
ー
！

各
県
、頑
張
っ
て
い
ま
す
！

各
県
、頑
張
っ
て
い
ま
す
！

子どもたちとの触れ合いの時間も増えました

２
年
間
で
の
労
働
条
件
前
進

２
年
間
で
の
労
働
条
件
前
進

２
年
間
で
の
労
働
条
件
前
進
富山

労
組
の
立
場
で
積
極
的
に
提
言

労
組
の
立
場
で
積
極
的
に
提
言

労
組
の
立
場
で
積
極
的
に
提
言
愛知

週
休
３
日
制
度
を
試
行
し
て

週
休
３
日
制
度
を
試
行
し
て

週
休
３
日
制
度
を
試
行
し
て
広島

看
護
研
究
の
取
り
扱
い
を
改
善

看
護
研
究
の
取
り
扱
い
を
改
善

看
護
研
究
の
取
り
扱
い
を
改
善
香川
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「
地
域
を
大
切
に
す
る
協

同
労
働
の
理
念
に
共
感
し

た
」

　

７
月
に
開
催
さ
れ
た
国
際

協
同
組
合
デ
ー
記
念
集
会
に

出
席
し
た
永
島
敏
行
さ
ん
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

「
い
だ
て
ん
」
な
ど
に
出
演

す
る
一
方
、
日
本
俳
優
連
合

（
日
俳
連
）
の
常
務
理
事
も

務
め
て
い
ま
す
。

　
「
日
俳
連
も
協
同
組
合
と

し
て
活
動
し
て
お
り
、
業
界

を
越
え
て
、
み
な
さ
ん
と
連

携
し
て
い
き
た
い
。
芸
能
界

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
」

　

１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
、

映
画
「
ド
カ
ベ
ン
」
で
デ
ビ

ュ
ー
。
野
球
経
験
を
活
か
し

た
演
技
は
、
２
作
目
の
「
サ

ー
ド
」
で
も
好
評
を
は
く
し

ま
し
た
。
農
家
の
青
年
の
恋

愛
を
描
い
た
「
遠
雷
」
で
は
、

数
々
の
主
演
男
優
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　
２
歳
児
の
１
割
超
が
「
ス
マ

ホ
依
存
」
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
れ
は
、
２
０
１
８
年

に
東
京
大
学
大
学
院
の
橋
元
教

授
研
究
室
が
０
歳
か
ら
６
歳
ま

で
の
第
一
子
を
育
て
る
母
親
を

対
象
に
実
施
し
た
調
査
で
判
明

し
ま
し
た
。
今
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
は
子
育
て
に
も
欠
か
せ
な

い
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「
す
ぐ
使
い
た
が
る
」「
取
り
上

げ
る
と
機
嫌
が
悪
く
な
る
」
な

ど
の
依
存
傾
向
が
１
割
を
超
え

る
乳
幼
児
に
み
ら
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
０
歳
児
に
ス
マ
ホ

を
触
ら
せ
た
こ
と
が
あ
る
母
親

は
約
35
％
で
、
前
年
の
17
年
の

調
査
時
よ
り
10
ポ
イ
ン
ト
増
え

て
お
り
、
こ
の
先
も
増
え
る
の

で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ス
マ
ホ
は
育
児
に
役
立
つ
情

報
を
得
ら
れ
、
静
か
に
さ
せ
た

い
場
面
で
子
守
代
わ
り
に
も
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
情
報
機
器

に
小
さ
い
頃
か
ら
触
れ
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
心
身
や
脳
の
発
達

へ
の
悪
影
響
も
心
配
で
す
。

　
科
学
的
に
は
ま
だ
証
明
さ
れ

て
は
い
ま
せ
ん
が
、
長
時
間
の

視
聴
や
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
の
影
響

に
よ
る
睡
眠
不
足
、
視
力
低
下

の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
は
自
覚
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ス
マ
ホ
の
使
い
過
ぎ
に
よ
る

弊
害
は
、
大
人
も
同
様
で
す
。

依
存
状
態
に
あ
る
人
の
脳
の
画

像
研
究
で
は
、
感
情
の
読
み
取

り
に
関
わ
る
部
分
と
、注
意
力
・

記
憶
力
な
ど
の
認
知
機
能
に
関

わ
る
部
分
な
ど
が
委
縮
し
て
い

る
と
い
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
視
力
低
下
、
頭
痛
、

腰
痛
な
ど
の
身
体
的
な
弊
害
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
。
ス
マ
ホ
依
存

は
、
や
は
り
中
高
生
を
中
心
と

し
た
若
年
層
に
多
い
の
で
す
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
も
予
備

軍
と
言
え
る
人
が
多
い
の
が
現

実
で
す
。
電
車
や
職
場
で
絶
え

ず
モ
バ
イ
ル
機
器
を
操
作
し
て

い
る
人
も
予
備
軍
で
す
。
仕
事

上
の
必
要
性
が
あ
る
と
は
い
え

「
意
識
し
て
操
作
を
し
な
い
」

と
い
う
、
モ
バ
イ
ル
機
器
と
の

付
き
合
い
方
を
心
が
け
る
こ
と

も
大
切
で
し
ょ
う
。

〈
材
料　
２
人
分
〉

　

鶏
も
も
肉
１
枚
、
玉
ね
ぎ
２

分
の
１
個
、
ト
マ
ト
（
大
）
２

分
の
１
個
、Ａ（
お
ろ
し
ニ
ン
ニ

ク
１
片
分
、
塩
小
さ
じ
２
分
の

１
、粗
び
き
黒
コ
シ
ョ
ウ
少
々
）、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
大
さ
じ
１
〜

２
、Ｂ（
塩
小
さ
じ
２
分
の
１
、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
大
さ
じ
１
〜

２
、
コ
シ
ョ
ウ
少
々
）、
サ
ラ

ダ
油
適
量
。

〈
作
り
方
〉

（
１
）
鶏
肉
は
半
分
に
切
り
、

ボ
ウ
ル
に
入
れ
る
。Ａ
を
全

体
に
す
り
込
み
、
な
じ
ん
だ

ら
オ
リ
ー
ブ
油
を
ふ
り
か
け

て
ま
ぶ
す
。
ラ
ッ
プ
を
し
て

冷
蔵
庫
で
２
時
間
ほ
ど
休
ま

せ
る
。

（
２
）
玉
ね
ぎ
と
ト
マ
ト
は
１

セ
ン
チ
角
に
切
り
、
別
々
の

容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
で
冷

や
す
。

（
３
）
フ
ラ
イ
パ
ン
で
サ
ラ
ダ

油
を
熱
し
、
鶏
肉
の
皮
を
下

に
し
て
入
れ
る
。
フ
タ
を
し

て
、
中
弱
火
で
７
〜
８
分
焼

く
。
ひ
っ
く
り
返
し
た
ら
、

さ
ら
に
５
分
焼
く
。

（
４
）
食
べ
る
直
前
に
ボ
ウ
ル

に
（
２
）
を
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
、

Ｂ
を
加
え
混
ぜ
る
。

（
５
）
器
に
（
３
）
を
盛
り
付
け
、

（
４
）
を
か
け
て
食
べ
る
。

※

（
４
）
の
サ
ル
サ
に
細
か
く
切

っ
た
パ
ク
チ
ー
を
加
え
て
も
美

味
し
い
で
す
。

で
あ
い・
語
ら
い

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
93

年
に
秋
田
県
十
文
字
町
で
米

作
り
を
体
験
し
て
以
来
、
現

地
と
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

質
の
高
い
農
作
物
を
作
り
な

が
ら
、「
シ
ャ
イ
で
発
信
が

下
手
」
な
生
産
者
の
た
め
に
、

東
京
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
の

野
菜
を
販
売
す
る
「
青
空
市

場
」
も
主
宰
。

　

多
分
野
で
の
活
躍
に
、
今

後
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

Ｑ　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
約
が
で

き
た
ん
だ
っ
て
？

Ａ　
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ

Ｏ
）
が
６
月
に
開
い
た
総
会
で

採
択
さ
れ
た
。
国
際
的
な
新
し

い
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
に
な
る
。
仕

事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
と
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
（
嫌
が
ら
せ
）
を

禁
止
す
る
内
容
で
、
詳
細
を
定

め
る
勧
告
と
セ
ッ
ト
だ
。

Ｑ　
ど
う
し
て
今
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
条
約
な
の
？

Ａ　
世
界
保
健
機
構
の
調
査
に

よ
る
と
、
世
界
で
は
、
女
性
の

35
％
が
職
場
や
家
庭
で
暴
力
を

受
け
て
い
る
。
こ
れ
を
放
置
し

て
い
て
は
、
命
や
健
康
が
危
う

く
な
る
だ
け
で
な
く
、
ま
と
も

に
働
く
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
。

社
会
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
だ
。

性
的
被
害
を
告
発
す
る
Ｍ
ｅ
Ｔ

ｏ
ｏ
運
動
の
広
が
り
が
条
約
採

択
を
後
押
し
し
た
と
い
え
る
。

Ｑ　
ど
ん
な
中
身
な
の
？

Ａ　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

「
身
体
、
精
神
、
性
的
、
経
済

的
な
危
害
を
加
え
る
行
為
」
と

幅
広
く
定
義
し
た
。
保
護
の
対

象
も
雇
用
労
働
者
だ
け
で
な
く
、

「
契
約
上
の
地
位
に
か
か
わ
ら

ず
働
く
人
々
」や
、訓
練
中
の
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
失
業
者
、
就

活
中
の
求
職
者
な
ど
も
含
ま
れ

る
。
客
な
ど
の
第
三
者
か
ら
の

加
害
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き

と
し
た
。

Ｑ　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
は
期

待
で
き
る
？

Ａ　
い
い
条
約
が
で
き
る
だ
け

で
は
不
十
分
だ
。
各
国
が
批
准

し
て
、
条
約
を
具
体
化
す
る
国

内
法
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

ん
だ
。
日
本
は
先
の
通
常
国
会

で
、
使
用
者
に
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

措
置
を
義
務
付
け
る
法
改
正
を

行
っ
た
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

禁
止
し
て
は
い
な
い
。
条
約
批

准
に
は
、
禁
止
規
定
を
含
む
法

整
備
が
必
要
だ
。

Ｑ　
批
准
す
る
見
通
し
は
？

Ａ　
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
で
経
団
連
の

使
用
者
側
委
員
は
条
約
採
択
に

棄
権
票
を
投
じ
た
。
政
府
は
そ

ん
な
経
済
界
の
意
向
に
遠
慮
し

て
批
准
に
消
極
的
だ
。
批
准
を

迫
る
大
き
な
運
動
が
求
め
ら
れ

る
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
採
択

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁
止
求
め
る

ながしま・としゆき
1956年生まれ。出演映画に「透光の樹」「北
の桜守」など。農林水産省「食と地域の絆
づくり」「地域食品ブランド確立委員会」有
識者委員を歴任。

協
同
組
合
の
理
念
に
共
感

協
同
組
合
の
理
念
に
共
感
焦点
Ｑ＆Ａ

スマホの
触りすぎに注意
スマホの

触りすぎに注意
スマホの

触りすぎに注意

チキンソテーサルサ添え

家
庭
料
理
研
究
家　
池
上
正
子

で一緒
に
食
べ
よ

で一緒
に
食
べ
よ

カ
ッ
プ
ル

カ
ッ
プ
ル

心の相談室

医師・山本晴義

俳
優　

永
島
敏
行
さ
ん

　

近
年
の
富
厚
労
で
は
２
０

１
８
年
春
闘
で
扶
養
手
当
の

増
額
、
19
年
秋
闘
で
夜
勤
手

当
の
増
額
、
19
年
春
闘
で
年

末
年
始
手
当
の
増
額
が
さ
れ

ま
し
た
。
ど
れ
も
20
数
年
ぶ

り
の
前
進
と
な
っ
て
い
ま
す
。

55
歳
以
降
の
一
時
金
に
関
し

て
も
前
進
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

55
歳
以
降
の
職
員
は
原
則
６

割
支
給
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

18
年
度
は
暫
定
的
と
し
な
が

ら
も
７
割
支
給
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。
19
年
春
闘
で
は
、

19
年
度
の
一
時
金
は
７
割
支

給
を
行
う
と
の
回
答
を
団
体

交
渉
で
確
認
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
19
年
夏
期
一
時
金
で
は

計
画
を
上
回
る
７
割
５
分
の

支
給
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
時
金
改
善
の
背
景
に
は
要

求
の
文
言
の
変
更
が
あ
り
ま

す
。「
全
額
支
給
す
る
こ
と
」

と
し
て
い
た
要
求
を
２
年
前

に
「
支
給
率
を
見
直
す
こ

と
」
と
し
ま
し
た
。
先
の
要

求
で
は
全
額
支
給
を
勝
ち
取

る
ま
で
終
結
に
は
至
ら
ず
、

経
営
側
か
ら
し
て
も
一
気
に

全
額
支
給
は
難
し
い
と
の
一

点
張
り
で
な
か
な
か
改
善
で

き
ず
に
い
ま
し
た
。
文
言
を

変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

少
し
ず
つ
で
も
前
進
を
勝
ち

取
っ
て
い
き
、
最
終
的
に
全

額
支
給
を
行
う
こ
と
を
目
標

に
し
ま
し
た
。
文
言
の
変
更

に
よ
っ
て
交
渉
の
幅
が
広
が

り
、
交
渉
が
し
や
す
く
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

富
厚
労
は
他
県
よ
り
早
い

サ
イ
ク
ル
で
執
行
部
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
の

様
々
な
状
況
等
を
高
い
感
度

で
感
じ
取
れ
る
よ
う
教
育
さ

れ
、
執
行
部
と
し
て
の
知
識

と
こ
れ
ま
で
の
経
過
が
し
っ

か
り
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。
的
確
な
分
析
・
判
断
を

基
に
粘
り
強
く
交
渉
を
行
う

事
で
、
要
求
の
実
現
に
近
づ

　
全
厚
労
に
は
、現
在
、北
か
ら
南
ま
で
20
の
労
働
組
合
（
単
組
）が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

同
じ
Ｊ
Ａ
厚
生
連
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
経
営
体
（
埼
玉
の
２
病
院
は
、
２
０

１
６
年
、そ
れ
ぞ
れ
別
の
民
間
医
療
法
人
に
な
り
ま
し
た
）で
個
別
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

労
働
組
合
も
現
場
の
要
求
を
集
約
し
な
が
ら
、
労
働
条
件
の
改
善
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
８
月
号
で
は
本
部
に
寄
せ
ら
れ
た
「
各
県
の
取
り
組
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

2018年度の富厚労を引っ張ってきた執行部

　

広
厚
労
尾
道
支
部
で
は
２

０
１
８
年
４
月
よ
り
２
年
間
、

看
護
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
推
進

を
目
的
と
し
て
、

「
週
休
３
日
制

度
」
を
試
行
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

処
遇
内
容
は
、

所
定
労
働
日
数

が「
５
分
の
４
」

に
な
る
た
め
、

基
本
給
や
通
勤

手
当
（
公
的
交

通
機
関
は
職
員

同
様
）、年
次
有

給
休
暇
付
与
日

数
24
日
、
退
職

金
期
間
算
定
等

が
５
分
の
４
と

な
り
ま
す
。

　

現
在
２
病
棟
・
計
５
名
の

方
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
々
の
意
見
を
聞
く
と
「
子

ど
も
と
の
触
れ
あ
い
の
時
間

が
増
え
た
」「
身
体
が
楽
に

な
っ
た
」「
制
度
の
利
用
に

よ
り
退
職
す
る
こ
と
な
く
仕

事
が
続
け
ら
れ
る
」
と
い
う

意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
し

か
し
一
方
で
は
「
夜
勤
回
数

は
５
分
の
４
に
な
っ
て
い
な

い
」「
交
代
勤
務
の
特
性
と

し
て
の
申
し
送
り
が
勤
務
間

隔
の
変
化
に
よ
り
大
変
な
部

　
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
は
、
２

０
１
２
年
に
計
画
し
た
財
務

改
善
計
画
を
、
長
き
に
わ
た

る
職
員
の
献
身
的
な
努
力
に

よ
り
、
４
年
も
前
倒
し
で
達

成
し
ま
し
た
。
18
年
度
か
ら

は
、
20
年
後
に
発
生
す
る
と

想
定
さ
れ
る
老
朽
化
に
伴
う

大
型
施
設
整
備
な
ど
、Ｊ
Ａ

愛
知
厚
生
連
の
存
続
を
次
世

代
に
託
す
た
め
、
将
来
の
大

型
施
設
整
備
の
資
金
を
蓄
え

て
い
く
必
要
性
か
ら
、
第
５

期
経
営
制
度
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

第
５
期
経
営
制
度
は
事
業
所

全
体
で
必
要
回
収
額
を
確
保

す
れ
ば
夏
季
２
・
０
ヶ
月
、

冬
季
２
・
０
ヶ
月
、
年
間
一

時
金
４
・
０
ヶ
月
を
確
保
し
、

成
果
配
分
と
し
て
年
度
末
賞

与
（
上
限
２
・
０
ヶ
月
）
を

支
給
す
る
と
い
う
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
成
果
配
分

と
し
て
支
給
さ
れ
る
年
度
末

賞
与
は
、
各
病
院
が
ど
れ
だ

け
回
収
額
を
生
み
出
し
た
か

を
評
価
さ
れ
る
こ
と
か
ら
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

新
た
な
経
営
制
度
と
現
在

の
医
療
情
勢
を
踏
ま
え
、
会

の
経
営
環
境
の
変
化
を
理
解

す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と

い
う
認
識
か
ら
、「
組
合
員

の
生
活
・
雇
用
と
地
域
医
療

を
守
る
」
こ
と
を
重
要
課
題

と
し
、
積
極
的
に
経
営
に
参

画
し
、
選
ば
れ
る
病
院
を
目

指
し
、
会
に
対
し
労
働
組
合

の
立
場
か
ら
提
言
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

８
月
の
定
期
大
会
で

選
出
さ
れ
た
新
執
行
部

分
が
あ
る
」
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
職
員
全
体

で
制
度
の
理
解
が
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

実
施
者
か
ら
の
意
見
も
踏

ま
え
、
団
体
交
渉
に
よ
り
試

行
期
間
が
２
年
延
長
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今

後
は
対
象
人
数
を
増
や
し
試

行
後
の
制
度
設
計
に
向
け
て

労
働
組
合
と
し
て
協
議
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　

香
厚
労
で
は
、
看
護
研
究

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
改

善
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
会
側
の
認
識
は
「
看

護
研
究
は
自
己
研
鑽
で
あ
り

業
務
と
は
認
め
な
い
、
現
状

で
の
運
用
で
」
と
の
回
答
で

し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
労
組
で

は
現
行
の
看
護
研
究
制
度
が

業
務
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時

間
を
ど
れ
だ
け
圧
迫
し
て
い

る
か
、
実
際
に
看
護
研
究
に

か
か
る
活
動
時
間
を
調
査
し

ま
し
た
。
ま
た
自
己
研
鑽
に

つ
い
て
も
ス
タ
ッ
フ
の
能
力

ア
ッ
プ
は
病
院
に
還
元
さ
れ

る
旨
を
粘
り
強
く
会
側
に
訴

え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

・
業
務
時
間
内
の
看
護
研
究

活
動
を
認
め
る
。

・
で
き
る
限
り
時
間
内
で
看

護
研
究
活
動
が
行
え
る
よ

う
職
場
環
境
の
整
備
・
配

慮
を
行
う
。

・
休
日
ま
た
は
時
間
外
に
拘

束
す
る
場
合
は
、
休
日
手

当
、
超
過
勤
務
手
当
を
支

給
す
る
。

と
の
回
答
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
一
部
で
自
費
参

加
を
強
要
さ
れ
て
い
る
委
員

会
活
動
に
よ
る
院
外
研
修
や
、

加
算
対
象
の
講
習
会
等
の
参

加
に
つ
い
て
出
張
扱
い
と
す

る
こ
と
を
は
じ
め
、
職
員
が

正
当
な
評
価
の
も
と
で
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
を
つ

く
っ
て
い
け
る
よ
う
、
引
き

続
き
会
側
と
粘
り
強
く
交
渉

し
て
い
き
ま
す
。

 

き
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
途
切

れ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
富

厚
労
一
致
団
結
し
て
ガ
ン
バ

ロ
ー
！

各
県
、頑
張
っ
て
い
ま
す
！

各
県
、頑
張
っ
て
い
ま
す
！

子どもたちとの触れ合いの時間も増えました

２
年
間
で
の
労
働
条
件
前
進

２
年
間
で
の
労
働
条
件
前
進

２
年
間
で
の
労
働
条
件
前
進
富山

労
組
の
立
場
で
積
極
的
に
提
言

労
組
の
立
場
で
積
極
的
に
提
言

労
組
の
立
場
で
積
極
的
に
提
言
愛知

週
休
３
日
制
度
を
試
行
し
て

週
休
３
日
制
度
を
試
行
し
て

週
休
３
日
制
度
を
試
行
し
て
広島

看
護
研
究
の
取
り
扱
い
を
改
善

看
護
研
究
の
取
り
扱
い
を
改
善

看
護
研
究
の
取
り
扱
い
を
改
善
香川
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。６
月
号
の
答
え
は
「
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
」で
、

当
選
倍
率
は
５
・
１
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
、
計
10
名
当
選
）
で
し
た
。

マ
ジ
で
１
年
後
？

　

日
中
、
30
秒

ほ
ど
外
を
出
歩

く
だ
け
で
、
汗

が
ダ
ラ
ダ
ラ
と

流
れ
出
る
よ
う

な
猛
暑
日
が
続

く
。
Ｔ
Ｖ
で
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
た

テ
ス
ト
競
技
の

様
子
が
流
れ
て

い
る
が
、い
ず
れ

も「
過
酷
・
暑
す

ぎ
る
」「（
お
台
場
は
）ト
イ

レ
臭
が
す
る
」等
と
選
手
自

身
が
訴
え
て
い
る
。55
年
前

は
10
月
だ
っ
た
。メ
ン
ツ
よ

り
命
の
方
が
大
事
で
は
？

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
、夏

だ
け
は
止
め
よ
う
。

             

（
Ｍ
Ｔ
）

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆６月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　６月号で一番興味があった面は？
３面「全厚労・平成の30年を振り返る③」が16票で最多、次いで1
面「19労働学校」が14票、４面が13票でした。「全厚労平成の30年」
は３ヶ月の連載となりました。全厚労ホームページ（下記ＱＲコ
ード）から過去のニュースがご覧いただけます。
質問２　全厚労ニュースに強化してもらいたい記事は？
「情勢や労働運動等の知識等の学習」が26票でダントツ！「各県の
運動の様子（団交や集会）」が15票で次点でした。
今回も貴重な御意見ありがとうございました。６月号の投稿数は
50通を超えました!!皆様からの投稿が教宣部一同励みになっていま
す。今後ともよろしくお願い致します。

質問１　８月号で一番興味があった面は？
Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面

質問２　秋にキャンプ！あなたならどこへ？
Ａ＝海 Ｂ＝川・湖
Ｃ＝山 Ｄ＝その他（意見・要望欄へ記入）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　すっかり朝夕と涼しくなってきた北海道からは、
帯広厚生病院　臨床検査技術科に勤務する越崎祐
輔中央副執行委員長を紹介します。
　平成18年に入会し、遠軽分会書記長・副分会
長として北厚労本部を支えてくれました。その後
中央執行委員２年、そして書記次長２年、この度
の定期大会で中央副執行委員長に就任。三北ブロ
ックの会議などでは職種の先輩でもある前長瀬中
央副執行委員長の無茶ぶりにも笑顔で県連紹介を
こなすオールマイティーな中央副執行委員長です。
　私生活では８月10日にとてもステキで感動的

な結婚式を挙げたばかりですが、組合業務で留守にすることも多い中で、
奥様と愛犬チワワと戯れることが趣味になっています。
　これから色んな集会で見かけたら奥様と愛犬のこと聞いてあげて下さ
い。奥様が大好きだと言っている笑った時の目じりのしわが見られます!!

　今回、満を持して登場するのは静厚労の清水支
部次期執行委員長の望月有美さんです。
　たとえばこのお方は、波風を嫌い、紛争を嫌い、
摩擦を嫌い放射線技師というライセンスと叩き上
げのスキルだけを武器に病院という荒波の海を航
海中です。
　そんな彼女は、病院長を病院長と思わないよう
なフレンドリーな言葉で話し、また天然なのか本
当かわからない言動をとり職場を常に和ませてい
ます。いわゆる愛されキャラです。好きな言葉は
「穏便」ですが、空回りすることも多々あります。
しかし、器の大きさと懐の深さで執行委員長という大役も期待しかありま
せん。皆様お楽しみに。（清水厚生病院放射線科・佐藤正明技師長からの
紹介文です。）

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第143回は北海道と静岡にお願
いしました。

頑張る仲間

北海道　越崎祐輔さん

静岡　望月有美さん

　

全
厚
労
30
年
史
が
面
白
か
っ
た
で
す
。
平

成
も
終
わ
り
、
平
成
生
ま
れ
の
新
人
の
入
職

が
遠
い
昔
に
感
じ
ま
す
。
時
代
と
共
に
変
わ

る
労
働
環
境
や
流
れ
を
し
っ
か
り
掴
め
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。                  

（
長
野
）

―
―
ご
好
評
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

30
年
史
を
通
じ
て
組
合
活
動
の
大
切
さ
や

面
白
さ
が
若
い
人
た
ち
に
も
伝
わ
る
事
を
期

待
し
ま
す
。
令
和
も
全
厚
労
で一致
団
結
し

て
ガ
ン
バ
ロ
ー
!!　

                  （
Ｙ
Ｓ
）

　

７
月
上
旬
に
組
合
活
動
の
一
環
で
国
民
平

和
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。
戦
争
の
な
い
平

和
な
日
本
を
支
え
て
い
く
為
に
、
平
和
ボ
ケ

し
な
い
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
自
分
が
健
康
に
働
け
て
、
家
族
も
元

気
で
過
ご
せ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ

ま
す
。
多
く
の
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
ま
た

１
日
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。（
長
野
）

―
―
何
気
な
い一日
が
、
平
和
が
、
当
た
り
前
の

日
常
が
と
て
も
幸
せ
な
事
だ
と
気
付
け
る

人
は
少
な
い
。一度
き
り
の
人
生
、
自
分
の

た
め
に
学
習
し
、日
々
を
大
切
に
。   （
Ｋ
Ｕ
）

　

給
料
の
構
成
に
つ
い
て
な
ど
の
記
事
を
興

味
深
く
拝
読
し
ま
し
た
。
毎
月
、
業
務
量
や

実
績
に
対
し
て
給
料
が
安
い
の
で
は
な
い
か

と
疑
問
を
持
ち
な
が
ら
給
与
明
細
を
見
て
お

り
ま
す
。
職
業
が
同
じ
と
い
う
だ
け
で
、
業

務
実
績
の
少
な
い
人
と
、
能
力
の
高
い
人
が

同
じ
給
与
と
い
う
の
は
不
公
平
と
感
じ
ま
す
。

か
と
言
っ
て
、
上
司
も
多
忙
の
中
、
的
確
か

つ
公
平
な
業
務
評
価
が
で
き
る
の
か
と
言
う

と
難
し
い
面
も
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

皆
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
給
料
体
系
に
な
る

事
を
望
み
ま
す
。                        

（
広
島
）

―
―
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
納
得

す
る
給
与
体
系
と
い
う
の
は
と
て
も
繊
細
で

難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
給

与
の
見
直
し
は
と
て
も
大
事
と
考
え
ま
す
。

（
Ｓ
Ｎ
）

　

新
人
の
成
長
を
自
分
の
娘
の
事
の
よ
う
に

見
守
っ
て
い
ま
す
。
年
々
、
高
齢
化
し
、
認

知
症
状
の
あ
る
方
が
多
く
な
り
、
夜
勤
が
苦

痛
で
仕
方
な
い
で
す
。
ど
こ
ま
で
頑
張
れ
る

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
看
護
師
待

遇
が
少
し
で
も
良
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
な

が
ら
、
後
少
し
だ
け
頑
張
り
ま
す
。    

（
秋
田
）

―
―
高
齢
化
が
進
み
看
護
も
大
変
な
時
期
で
す

が
、
ど
こ
も
人
手
不
足
で
疲
れ
る
毎
日
だ

と
思
い
ま
す
。
看
護
師
が
や
り
が
い
を
も
っ

て
働
け
る
よ
う
な
環
境
、
待
遇
に
な
る
よ
う

に
組
合
活
動
を
頑
張
って
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
体
調
に
気
を
つ
け
て
夜
勤
頑
張
って

く
だ
さ
い
。                             （
Ｓ
Ｂ
）

スマホからすべて投稿できます★

クロスワードの投稿もQRコードからできます。
氏名・住所・希望景品（図書カード又はクオカード）は必須事

項です。投稿数に応じてポイントが貯まります。
今年度からハガキでもポイントが貯まります☆

右のＱＲコードから全厚労ホームページ
を開き、「資料・データ」のページから過
去の全厚労ニュースを見る事が出来ます。

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は
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